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　日ごとに春の訪れを感じる季節と
なりました。保護者、地域の皆様
には、一年間にわたり本校の教育

活動を温かく支えていただき、心より感謝申しあげます。�
　今年度、稗原校では『やればできる（努力すれば成長できる）』をスローガンに掲げ、子どもたちが前向
きな気持ちで多くのことに挑戦できる環境づくりに努めました。そして、何かができた・できないという結

果や、誰かに勝った・負けたという事実以上に、そこに至るまでの“努力のプロセス”
を大切にしてきました。自分で目標や問いを持ち、試行錯誤しながら考え進める姿。
思い通りにいかない時にも、言葉を尽くして他者と対話し、協働する中で新たな「気
づき」を得ていく姿。こうした「自ら学び、他者と高め合う」経験の積み重ねが、学
習や遊び、地域行事など、あらゆる場面で見られました。その結果として、基礎的な

学力はもちろんのこと、「やり抜く力」や「人と関わる力」といった非認知能力も育っています。�
　AIやSNSが普及し、簡単に答えが見つかる便利な世の中になりました。しかし、この先の未来を生き抜く
ために必要な力は「問いを持ち、追求していく」
こと。それによって「実感を伴った知識を得る」
こと。そして「他者の視点を持ち、言葉を介して他
者とつながる」ことです。豊かな自然や温かい人々
に囲まれた稗原の環境は、子どもたちにとって最
高の「学習フィールド」です。本物に触れ、地域の
方々と交流する中で、座学だけでは得られない学び
を体感することができました。デジタル技術は上
手に活用しつつ、「実感を伴う学び」を今後も充
実させたいと思います。�
　一年間、子どもたちは「やればできる」を体現し、一歩ずつ、しかし確実に成長しました。その歩みを支え
てくださった全ての皆様に改めて感謝申しあげます。来年度も稗原校へのご支援をよろしくお願いします。�

　3月17日、爽やかな天気の中、卒業証書授与式を挙行しました。�
　実は、数日前に行った予行練習の時から、子どもたちの心はすでに動いていまし
た。在校生の中には、大好きだった６年生との別れを思い、早くも涙をこらえきれな

くなる子がいました。（実は教職員の中にも…）この「涙」こそが、今年一年、卒業生がいかに下級生から
慕われ、学校の中心にいたかの証でもありました。�
　今年一年、卒業生は新たな挑戦を続け、学校を力強く活気づけてくれました。「学校を楽しくしよう」「み
んなで頑張ろう」という雰囲気の中心には、いつも彼らの笑顔と行動力がありました。下級生たちは、その
背中をずっと間近で見てきました。式に臨む在校生の引き締まった表情、精一杯の態度からは、「感謝の気
持ちで送り出したい」という強い決
意が伝わってきました。�
　式での卒業生一人ひとりの姿は、
実に立派でした。緊張感漂う中、小
学校生活の集大成として証書を受け
取り、メッセージを語る姿は、とて
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も堂々としていました。式が進むにつれ、思いがこみ上げて言葉に詰まる子、静かに涙があふれる子、そし
て「最後まで立派でありたい」と必死に涙をこらえる子……。一人ひとり、表現の仕方は違っても、そこに
ある「想い」は同じでした。�
　心に刻まれる、最高の式になりました。　　　※幼稚園は卒園児がいないので卒園式は行っていません。 

　３月３日に「６年生を送る会」を行いました。これまで学校のリーダー
として、稗原校を引っ張ってくれた６年生に「感謝の気持ちを届けたい」
と、各学年が趣向のこもった出し物や手作りのプレゼントを贈りました。�

　この送る会の企画・運営の中心となってくれたのは次期リーダーの５年生です。彼らは「新しいことに
次々と挑戦してきた６年生を驚かせ喜んでもらえるような送る会にしたい」という強い決意のもと、これま
でにない斬新なアイディアで会を演出しました。会のテーマは『未来へのスタート〜やさしいリーダーシッ
プは私たちのあこがれ　6年生ありがとう ～。コンセプトは６年生が稗原駅から中学校行きの列車に乗って
旅立つ、というものでした。「駅員によるナレーションでの
進行」「手作りの中学校への乗車券の配布」などなど、小学
校からの旅立ちを思わせる演出が随所に感じられる心憎いも
のでした。�
　休み時間などの自分達の時間を割き、長い期間をかけ話し
合いと準備を重ねてきた５年生の努力が、会場全体を最高の
雰囲気に包み込んでくれました。下級生の熱い思いを受け、
６年生もまた、その期待に応える素晴らしい出し物を披露し
てくれました。�
　今年一年、全力で駆け抜けてきた６年生にとって、この会
は何よりのご褒美となったようです。後輩たちの頼もしい姿
を目にした６年生からは「もう安心して学校を任せられる」
という声も聞こえてきました。会の後には、６年生から各ク
ラスへ、心のこもったお礼のメッセージが届けられました。
感謝の思いが、また次の感謝へとつながっていきます。

６年生を送る会

　８日（水）着任式、始業式 
１０日（金）入園式、入学式 
１３日（月）給食開始 

１６日（木）年少給食開始(幼） 
２３日（木）全国・市学力調査(4～６年） 
２４日（金）授業公開日　PTA総会 
　　　　　　学級懇談会

＜　　　　主な行事予定＞

　御礼　今年度も、子ども達の豊かな読書体験と学習習慣の定着のために、「つくしんぼの会（読み聞

かせボランティア）」の皆様、「放課後パワーアップ教室」の指導者の皆様にご尽力をいただきました。 
一年間の温かいご支援に心より感謝申しあげます。

　幼稚園の教室でお寿司屋さんのごっこ遊びが始まりました。 
　お客さん役の子が注文をすると、大将役の子が手際よく（？）お寿

司を出します。見ているこちらまで頬がゆるむ、なんともほほえましい光景です。そこへ担任が
打ち合わせもなく、しれっとお店の席に腰を下ろしました。そして常連風のお客さん役の子に、

「よく来るんですか？」。その瞬間、子どもはすべてを察知します。（あ、先生は“初めて来たお客さん役”
なんだな。）そして、間髪入れずに、「ええ、そうです。あなたは初めてですか？」と、絶妙な切り返しで
す。ここで担任も負けてはいません。「ええ。ここのお店、おいしいって聞いたもので…。」すると今度
は、別の子がすっと会話に入り、「誰に聞いたんですか？」さらに別の子まで加わり、「このお店、おいし
いんですよ。あ、私、島根の〇〇といいます。」 
　気がつけば、教室が仕事帰りのサラリーマンやOLが集う繁盛寿司屋に！子どもも担任もノリノリで、会話
はどんどん広がっていきました…。「次は名刺も用意しとこう(担任)。」

教室の風景


